
み
な
さ
ん
は
、
柿
を
食
べ
ま
す
か
。
柿
は

昔
か
ら
身
近
な
果
物
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
は
食
の
多
様
化
で
消
費
が
今
一

つ
と
な
り
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
柿

づ
く
り
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
直
し
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

２
年
に
１
回
、
全
国
の
柿
生
産
者
な
ど
の

関
係
者
が
集
い
、「
全
国
カ
キ
研
究
大
会
」
が

開
か
れ
て
お
り
、
今
年
は
８
月
に
岐
阜
県
で
あ

り
ま
し
た
。
私
も
大
会
に
参
加
し
、
全
国
で
頑

張
っ
て
い
る
農
家
や
関
係
機
関
か
ら
の
事
例
発

表
や
視
察
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
柿
づ
く

り
へ
の
想
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

さ
て
、
柿
の
収
穫
が
始
ま
る
頃
、
私
の
柿

畑
で
地
元
保
育
園
の
年
長
児
が
柿
取
り
を
し
ま

す
。
最
初
は
剪
定
ば
さ
み
の
使
い
方
が
お
ぼ
つ

か
な
い
子
で
も
、
次
々
に
取
っ
て
い
く
う
ち
に

上
手
に
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
収
穫
し
た

柿
は
、
園
に
持
ち
帰
り
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
一
緒
に
皮
を
は
ぎ
、
縄
に
吊
る
し

て
干
柿
に
し
、
年
末
に
み
ん
な
で
食
べ
る
そ
う

で
す
。

園
児
た
ち
が
農
業
体
験
に
よ
り
、
農
業
や

地
元
農
産
物
へ
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
、
保
育
園
の
軒
下
に
干

柿
が
吊
る
さ
れ
る
風
景
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
映
）

あ
ぜ
み
ち

キラリ☆未来の担い手候補
（松江地域農業発見交流会）
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農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

に
よ
り
、
新
し
い
37
名
の
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
7
月
24

日
か
ら
平
成
29
年
７
月
23
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。
今
回
は
、
旧
東
出
雲
町
と

の
編
入
合
併
後
初
の
統
一
選
挙
で
あ

り
、
東
出
雲
町
を
含
め
た
選
挙
区
を
再

編
し
、
選
挙
に
よ
る
公
選
委
員
が
30
名

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
議
会
等
の

推
薦
に
よ
る
選
任
委
員
が
７
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
７
月
30
日
に
は
、
第
１
回
の
総
会
を

開
催
し
、
会
長
、
副
会
長
の
互
選
や
各

選
挙
区
の
代
表
で
あ
る
運
営
委
員
の
選

出
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
松
江
市
農
業
委
員
会
の
総

会
に
お
い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
就
任
し
た
う
え
は
鋭
意
専
心
、
松

江
市
の
農
業
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し

て
い
く
所
存
で
す
。
ご
指
導
、
ご
支
援

の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
政
府
は

農
業
を
成
長
産
業
化
さ
せ
る
た
め
、
本

年
６
月
に
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
を

閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
農
業
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
選
挙
・
選
任
方
法
の
見
直
し
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
、
都

道
府
県
農
業
会
議
・
全
国
農
業
会
議
所

制
度
の
見
直
し
、
行
政
庁
へ
の
建
議
等

の
権
限
の
見
直
し
な
ど
が
個
別
の
措
置

事
項
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
農
業
委
員
会
選
挙
制
度
の
廃

止
及
び
行
政
庁
へ
の
建
議
の
権
限
の
見

直
し
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
独
立
性

が
担
保
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
や
地
域
の

意
見
が
反
映
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
が
決

定
さ
れ
て
以
降
、
担
い
手
へ
の
農
用
地

利
用
の
集
積
を
加
速
す
る
た
め
の
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
の
法
制
化
、「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
の
見
直
し
の
ほ

か
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
対
す
る
「
日
本
型
直
接
支
払
」
の

創
設
な
ど
日
本
の
農
政
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
我
々
農
業
委
員
会

は
、
新
た
な
施
策
に
積
極
的
に
関
与
し

た
う
え
で
広
く
情
報
を
提
供
し
、
地
域

住
民
の
具
体
的
取
組
へ
の
関
心
や
意
欲

を
高
め
る
と
と
も
に
、
行
政
と
の
橋
渡

し
を
行
い
、
松
江
市
農
政
の
推
進
、
地

域
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

松
江
市
農
業
委
員
は
一
丸
と
な
っ
て

松
江
市
の
農
業
の
振
興
に
務
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
松
江
市
農
業
委
員
会
の
副

会
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
原
会
長
を
補
佐

し
、
松
江
市
の
農
業
振
興
の
た
め
に
務

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
農
業
は
農
政
の
改
革

が
進
め
ら
れ
、
今
年
度
か
ら
農
業
・
農

村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
対
し

て
は
、「
日
本
型
直
接
支
払
（
多
面
的

機
能
支
払
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
農

業
者
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
対

策
に
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題

の
解
決
に
向
け
て
協
議
を
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
松
江
市
農
業
委
員

会
で
は
、
今
後
も
、「
耕
作
放
棄
地
の

解
消
」、「
担
い
手
の
確
保
」、「
農
用
地

利
用
調
整
」
な
ど
の
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
、
農
地
が
農
地
と
し
て
維
持
さ

れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
地
域
農

業
が
持
続
す
る
よ
う
、
農
業
者
の
代
表

と
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◎
松
江
市
農
業
委
員
会
改
選
　
新
体
制
ス
タ
ー
ト
◎

会
長
就
任
挨
拶原

　
　
保
雄

副
会
長
就
任
挨
拶

三
島
　
　
進
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農
業
委
員
会
の
事
務
の
遂
行
に
関

し
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
農
業
委

員
会
と
農
業
委
員
と
し
て
、
松
江
市

農
業
委
員
会
と
原
保
雄
会
長
が
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
５
月
15
日

に
県
庁
で
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
会
長
は
、
20
年
以
上
の
永
き
に

渡
り
農
業
委
員
と
し
て
担
い
手
育
成

や
農
地
の
利
用
調
整
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
松
江
市
農

業
委
員
会
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

作
成
や
農
地
の
利
用
集
積
な
ど
の
積

極
的
な
実
施
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
励
み
に
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
農
業
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原会長（右）、加村局長（左）と
石黒・県農林水産部長

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
　
　
　

受
賞
！

農業委員会の業務と農業委員の日常活動

　農業委員会は、「農業委員会等に関する法律」に基づいて市町村に配
置が義務付けられている行政委員会です。
　農業委員の業務は「農業委員会等に関する法律」第６条に規定されて
おり主なものは以下のとおりです。

Ⅰ．農地法に基づく業務
　農地の売買・貸借や転用には基本的に農業委員会の許可が必要です。これは投機目的での農
地取得を防止し、優良農地を残すために農地法で定められているものです。
　農業委員会へ出された許可申請に対し、農地売買（貸借）であれば買い手（借り手）がきち
んと耕作を行うと認められるかを審査します（買い手の経営面積や通作距離等が基となりま
す）。
　農地転用であれば立地選定の妥当性や周辺農地への影響、転用の確実性（資金計画、他法令
の許可見込み）等を審査します。
　農地の売買、転用を計画される場合は、事前に地元の農業委員または農業委員会事務局まで
ご相談ください。

Ⅱ．農業振興に関わる業務
　毎年度、農地の利用状況調査及び農地パトロールを実施し、遊休農地の発生防止と解消を
図っています。
　また、農地の出し手・受け手の意向に基づく計画的かつ効率的な利用調整活動を行い、意欲
のある農業経営体への農地の利用集積を推進して優良農地を確保し有効利用を図ります。
　さらに、「農業委員会だより」の発行や市の広報誌・ホームページ等を活用し、地域農業振
興のための情報提供活動も行っています。
　
Ⅲ．意見の公表、建議等
　松江市農業委員会は、農業者の公的代表機関として、農業に関する皆さんの声を市政に反映
するために、市長への建議を毎年度行っています。
　昨年も、収益性の高い農業経営の実現、農家子弟等への円滑な経営継承の実現、集落の維
持・農地の保全についてなど支援を求めてきたところです。
　今後も、農家の皆さんや集落からの意見・要望を集約し、地域農業の発展に結びつけていく
ための活動を行います。
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農業委員紹介

大
おお

西
にし

　　求
もとむ

吉
よし

岡
おか

　 郁
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夫
お岸

きし

本
もと
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さだ

朝
とも廣
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江
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藤
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足
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立
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子
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宮
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夫
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原
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雄
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安
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達
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朗
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槇
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原
はら

　　篤
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松
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本
もと

 　一
かず

徳
のり

吉
よし

岡
おか

　幸
ゆき

雄
お 野

の

津
つ

　照
てる

雄
お

太
おお

田
た

　　眞
まこと

矢
や

野
の

　秀
ひで

行
ゆき

前
まえ

田
だ

　和
かず

憲
のり

⻆
つの
田
だ
　一

かず
夫
お

浅
あさ

野
の

　真
しん

治
じ

須
す

山
やま

　真
まさ

史
し

目
め

次
つぎ

　宗
むね

昭
あき

森
もり

脇
わき

 　幸
ゆき

好
よし

永
なが

瀬
せ

　利
とし

彦
ひこ

松
まつ

浦
うら

　久
ひさ

年
とし

小
こ

谷
たに

　昌
まさ

純
き

高
たか

木
き

　光
みつ

博
ひろ

三
み

島
しま

　　進
すすむ

伊
い

原
ばら

　伸
しん

一
いち

村
むら

上
かみ

　 幸
ゆき

可
よし

諏
す

訪
わ

　智
とも

子
こ

永
なが

島
しま

　 映
えい

渡
わた

部
なべ

 　建
たけ

志
し

美保関町千酌
☎75-0723

八束町遅江
☎76-2345

東出雲町出雲郷
☎52-2361

八幡町
☎37-0759

東持田町
☎24-0789

新庄町
☎34-0813西川津町

☎25-6053

鹿島町北講武
☎82-1095

法吉町
☎23-6950

鹿島町佐陀本郷
☎82-0568

島根町大芦
☎85-2770

西川津町
☎24-4794 朝酌町

☎39-0587

大井町
☎39-0229

東出雲町上意東
☎52-2768

八雲町日吉
☎54-2410

八雲町熊野
☎54-0414

竹矢町
☎37-0299

東津田町
☎21-6755

大庭町
☎23-7533

乃白町
☎21-6229

玉湯町湯町
☎62-2151

玉湯町玉造
☎090-4652-9101

玉湯町林
☎62-2186

宍道町東来待
☎66-0162

宍道町上来待
☎66-2077

宍道町佐々布
☎66-2058

宍道町白石
☎66-2226

東忌部町
☎33-2648

山代町
☎21-6640

東出雲町下意東
☎52-2547

八束町寺津
☎76-3256

会　長運営委員

運営委員

運営委員

副会長

運営委員

吉
よし

岡
おか

　雅
まさ

裕
ひろ

南
なん

波
ば

　達
たつ

夫
お

松
まつ

崎
ざき

　豊
とよ

治
はる

田
たな

中
か

　正
まさ

城
き

西谷町
☎36-8336

西長江町
☎36-7776

岡本町
☎88-2626

大野町
☎88-2147

高
たか

橋
はし

　裕
やす

典
のり

浜佐田町
☎36-7723

➡選挙による委員
➡推薦による委員

運営委員

運営委員
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矢
や

野
の

　秀
ひで

行
ゆき

前
まえ

田
だ

　和
かず

憲
のり

⻆
つの
田
だ
　一

かず
夫
お

浅
あさ

野
の

　真
しん

治
じ

須
す

山
やま

　真
まさ

史
し

目
め

次
つぎ

　宗
むね

昭
あき

森
もり

脇
わき

 　幸
ゆき

好
よし

永
なが

瀬
せ

　利
とし

彦
ひこ

松
まつ

浦
うら

　久
ひさ

年
とし

小
こ

谷
たに

　昌
まさ

純
き

高
たか

木
き

　光
みつ

博
ひろ

三
み

島
しま

　　進
すすむ

伊
い

原
ばら

　伸
しん

一
いち

村
むら

上
かみ

　 幸
ゆき

可
よし

諏
す

訪
わ

　智
とも

子
こ

永
なが

島
しま

　 映
えい

渡
わた

部
なべ

 　建
たけ

志
し

美保関町千酌
☎75-0723

八束町遅江
☎76-2345

東出雲町出雲郷
☎52-2361

八幡町
☎37-0759

東持田町
☎24-0789

新庄町
☎34-0813西川津町

☎25-6053

鹿島町北講武
☎82-1095

法吉町
☎23-6950

鹿島町佐陀本郷
☎82-0568

島根町大芦
☎85-2770

西川津町
☎24-4794 朝酌町

☎39-0587

大井町
☎39-0229

東出雲町上意東
☎52-2768

八雲町日吉
☎54-2410

八雲町熊野
☎54-0414

竹矢町
☎37-0299

東津田町
☎21-6755

大庭町
☎23-7533

乃白町
☎21-6229

玉湯町湯町
☎62-2151

玉湯町玉造
☎090-4652-9101

玉湯町林
☎62-2186

宍道町東来待
☎66-0162

宍道町上来待
☎66-2077

宍道町佐々布
☎66-2058

宍道町白石
☎66-2226

東忌部町
☎33-2648

山代町
☎21-6640

東出雲町下意東
☎52-2547

八束町寺津
☎76-3256

会　長運営委員

運営委員

運営委員

副会長

運営委員

吉
よし

岡
おか

　雅
まさ

裕
ひろ

南
なん

波
ば

　達
たつ

夫
お

松
まつ

崎
ざき

　豊
とよ

治
はる

田
たな

中
か

　正
まさ

城
き

西谷町
☎36-8336

西長江町
☎36-7776

岡本町
☎88-2626

大野町
☎88-2147

高
たか

橋
はし

　裕
やす

典
のり

浜佐田町
☎36-7723

➡選挙による委員
➡推薦による委員

運営委員

運営委員
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　農地は、農業者にとって重要な財産であるとともに農業生産の基盤ですが、農業従事者の高齢化や後継者不
足などの理由で遊休農地が増加しています。このような遊休農地の状況を把握するため、今年も10月から11
月にかけて、市内全域の利用状況調査を農地パトロールに併せて実施します。
　この調査では、農業委員と地区協力員が地区ごとに分かれて農地を巡回し、農地が適正かつ効率的に利用さ
れているかを把握します。調査により再生可能な遊休農地と確認されたところは、農地の所有者等に対して耕
作の意思等を確認する予定です。
　この期間内、関係者が調査のため皆さまの農地に立ち入ることやお話を伺うこともありますのでご理解とご
協力をお願いいたします。

担　当　地　区 氏　　　名 備　考

松江湖北

大野・上大野・魚瀬 田　中　正　城
岡本・秋鹿・大垣 松　崎　豊　治
西長江・東長江・古曽志・荘成 南　波　達　夫
西谷・西浜佐陀・古志 吉　岡　雅　裕
浜佐田・薦津・東生馬・西生馬・上佐陀・下佐陀 高　橋　裕　典 運営委員
国屋・黒田・比津・法吉・春日・東奥谷 原　　　保　雄 会　　長

松江東

菅田・西川津 松　本　一　徳
上東川津・下東川津 足　立　裕　子
西持田・東持田・川原・坂本・福原 藤　原　　　薫
西尾・朝酌・福富 吉　岡　幸　雄 運営委員
大井・大海崎 野　津　照　雄
上宇部尾・新庄・上本庄・本庄・手角・長海・邑生・枕木・野原 古　藤　一　郎

松江湖南

竹矢・矢田・意宇 ⻆　田　一　夫
八幡・馬潟 廣　江　　　峻
津田全域・古志原 浅　野　真　治 運営委員
大庭東・大庭西・佐草 須　山　真　史
大草・山代 諏　訪　智　子
上乃木・浜乃木・乃木福富・乃白 目　次　宗　昭
忌部全域 村　上　幸　可

鹿島・島根・
美保関・八束

片句・手結・恵曇・古浦・佐陀宮内・佐陀本郷・武代 安　達　和　朗 運営委員
上講武・南講武・北講武・名分・御津 宮　廻　彰　夫
島根全域 槇　原　　　篤
美保関全域 大　西　　　求
二子・亀尻・波入・寺津 渡　部　建　志
江島・遅江・馬渡・入江 吉　岡　郁　夫

八雲・東出雲

日吉・西岩坂・東岩坂 矢　野　秀　行 運営委員
熊野・平原 前　田　和　憲
出雲郷 岸　本　定　朝
下意東・錦浜 永　島　　　映
上意東・揖屋 太　田　　　眞

宍道・玉湯

玉造・大谷・林（別所） 永　瀬　利　彦
布志名・林（別所を除く） 松　浦　久　年 運営委員
湯町 森　脇　幸　好
宍道・白石 伊　原　伸　一
東来待・西来待 小　谷　昌　純
上来待 高　木　光　博
佐々布・伊志見・昭和新田 三　島　　　進 副 会 長

……………………………地区別担当農業委員一覧……………………………

農地の利用状況調査を実施します 松江市農業委員会事務局　☎55-5528
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☆多面的機能支払とは
　近年の農村は、高齢化や過疎化によって農地や水路・農道等の管
理が困難になってきています。そこで、農地や水路・農道等の草刈
りや泥上げ、農村環境の保全、水路・農道等の補修や再整備を地域
共同で行う活動に係る経費を支援するものです。

☆多面的機能支払の３つの活動
　①農地維持活動　【農家のみ又は農家+非農家で構成される組織】
　・草刈りや水路の泥上げ等の活動
　・地域の農地や水路・農道を今後どのように保全管理していくのかを話し合う
　②資源向上活動（共同活動）　【農家+非農家で構成される組織（農家のみは不可）】
　・水路や農道等の簡易な補修をする活動
　・農村の環境を守る活動
　・地域の工夫を生かした活動
　③資源向上活動（長寿命化）　【農家のみ又は農家+非農家で構成される組織】
　・水路や農道等の補修や再整備の活動

☆活動における単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円／10ａ）

※農地維持活動、資源向上活動（共同活動）、資源向上活動（長寿命化）は、それぞれ単独での実施
が可能です。
※資源向上活動（共同活動）と資源向上活動（長寿命化）を併せて取り組む場合は、資源向上活動（共
同活動）は75％単価が適用されます。

☆活動期間　５年間で市町村長と協定を結び、その後５年毎に更新します。
●問い合わせ先：松江市農政課　TEL 55－5224

　農振農用地区域内で農地を農業以外の目的に転用する場合には、事前に農振除外の申し出が必要で
す。毎年4月末、10月末が申し出の締め切りです。（各支所でも取り次ぎます。詳しくは農政課まで
ご相談ください。）

●問い合わせ先：松江市農政課　TEL 55－5231

地目 ①農地維持活動
②資源向上活動（共同活動） ③資源向上活動

（長寿命化）
①+② ① +② +③

100％単価 75％単価

田 3,000 2,400 1,800 4,400 5,400 9,200

畑 2,000 1,440 1,080 2,000 3,440 5,080

草地 250 240 180 400 490 830

「多面的機能支払」に取組みませんか「多面的機能支払」に取組みませんか

農振農用地区域からの除外の申し出農振農用地区域からの除外の申し出

松江市農業委員会だより【第28号】（7）



　

将
来
の
担
い
手
候
補
で
あ
る
県
立
農
林
大
学
校

生
を
対
象
に
、
松
江
地
域
の
農
業
へ
の
理
解
を
促

進
し
、
農
業
経
営
の
実
態
や
農
業
を
目
指
す
た
め

の
心
得
等
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
よ
う

と
、
７
月
31
日
に
、
松
江
地
域
農
業
再
生
協
議
会

担
い
手
部
会
主
催
に
よ
る
「
松
江
地
域
農
業
発
見

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
新
規
就
農
者
・
法
人
経
営
体
な
ど

の
農
場
視
察
や
、
指
導
農
業
士
・
農
林
大
学
校
卒

業
生
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
大
生
は
、
先
輩
等
の
体
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
き
、
将
来
の
農
業
に
対
す
る
気
持
ち
を
高
め

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

③
60
歳
未
満
の
方
な
ら

　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

現
在
65
歳
の
農
業
者
の
平
均
余
命
（
そ
の
年
齢
の
人
が

平
均
し
て
あ
と
何
年
生
き
る
か
）
は
、
男
性
が
22
年
（
87

歳
）、
女
性
が
27
年
（
92
歳
）。
こ
れ
は
日
本
人
全
体
の
平

均
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
約
３
年
長
く
、
そ
の
分
し
っ
か
り
と
し

た
老
後
の
備
え
が
必
要
で
す
。

　

農
業
者
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
も
し
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

だ
っ
た
年
金
額
が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
で
将
来
受
け

取
る
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
も
安
定
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
は
２
万
～
６
万
７
千
円
の
間
で
自
由
に
決
め
ら

れ
、
加
入
・
脱
退
も
自
由
で
す
。

委
員
長　

安
達　

和
朗

副
委
員
長　

古
藤　

一
郎

委　
　

員　

小
谷　

昌
純

委　
　

員　

松
崎　

豊
治

委　
　

員　

永
島　
　

映

委　
　

員　

⻆
田　

一
夫

平成2６年度情報委員会

「松江市農林水産祭」の開催について

豊
か
な
老
後
の
備
え
は

農
業
者
年
金
で
！

稲
刈
り
を
終
え
、
プ
ー
ン
と
稲
の
収
穫
の
香
り

を
残
し
た
田
ん
ぼ
で
、
翌
朝
、
株
間
の
小
さ
な
雑

草
の
葉
先
に
小
さ
な
水
滴
を
見
た
。
朝
陽
に
照
ら

さ
れ
、
き
れ
い
な
光
を
発
し
て
い
る
。
今
年
も
稲

は
、
豪
雨
や
雑
草
に
も
負
け
ず
、
豊
か
に
実
っ
た
。

朝
露
の
中
に
丸
く
収
ま
っ
て
い
た
小
さ
な
満
足

感
が
、
ポ
ロ
リ
と
地
面
に
降
り
る
。
今
、
農
業
は
、

自
然
災
害
や
鳥
獣
に
よ
る
被
害
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
、
中
山
間
地
域
対
策
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
小
さ
な
満
足
が
、
大
き
な
満
足

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
に
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を

頭
に
浮
か
べ
た
。

と
こ
ろ
で
、
農
業
委
員
会
の
改
選
に
よ
り
、
情

報
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
農
業
委
員

会
だ
よ
り
「
あ
さ
つ
ゆ
」
を
通
し
て
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
が
お
届
け
で
き
る
よ
う
メ
ン
バ
ー

一
同
で
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
思
う
。　
　
（
和
）

編
集
後
記

「あさつゆ」は、環境に優しいインキと
再生紙を使っています。

表

紙

紹

介

　

詳
し
く
は
、
松
江
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

５
５

－

５
２
２
３
）
も
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　『地産地消で地域の未来を築こう！松江
の農林水産業』をテーマに、新鮮で安心な
地場の農林水産物販売やステージイベント
など様々な催しを用意しております。
　みなさまのご来場をお持ちしています。

●日時：平成26年11月2日（日）
　　　　９時～14時30分
●場所：松江総合運動公園　中央広場
　　　　（上乃木十丁目）
●主催：松江市農林水産祭実行委員会
●問い合わせ：実行委員会事務局
　　　　　　（松江市産業観光部農政課）
　　　　　　　電話５５－５２３２

　
意
外
と
長
い
⁉
老
後
の
道
の
り

　
生
涯
受
け
取
れ
る
終
身
年
金

　
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
年
金
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